
43 経営資源（物的資源）

令和７年度 事務事業評価一覧

No. 所管課名 事務事業名 事務事業の目的 令和７年度の主な取組
支出合計
（千円）

指標名（単位） 目標値 実績値
中長期的方

向性

電気使用量の削減率（Ｈ30年度対比）（％） 95 113.9

未利用資産（箇所）の有効活用・処分率（％） 90 91.66

管理車両（共用車）の稼働率（％） 95 96.6

管理車両における共用車の割合（％） 50 28.2

更なる環境に配慮した車両の導入の割合（％） 55 52.56

光熱水費の縮減率（使用量対比）（％） 95 105

電気使用量の削減率（％） 100 103.31

継続

5 市民課
サービスセンター管
理運営事業

利用者が安全・安心に利用できるよう施設の維持管理を行
う。

経年劣化に伴い備品等の老朽化が進んでいる中、本施設は包括管理委託により施設管理を
行っていることから、突発的な修繕にも対応可能であり、緊急修繕を迅速に実施できる体制が
確保されている。これにより、安全・安心な施設運営につながっている。
施設内の非常灯のLED化工事及び防犯カメラの更新工事を実施するとともに、空調設備機
器等更新賃貸借事業の契約完了に伴い、令和8年3月から管内空調設備更新工事を実施し
ている。

50,788 継続

4
市民総合窓口
課

庁舎管理等事務（支
所）

職員及び来庁者に対し、安全かつ快適な施設環境を提供
する。
大井総合支所複合施設の適正な維持管理を実施する。

大井総合支所開設から10年以上を経過し、不具合の出現した機器等や保守点検時等に見
つかった指摘事項を改善するため、軽微な修繕は、令和5年度から開始された「包括管理」に
より行った。
包括管理に含まれない修繕として、自動ドア交換工事（5,654,000円）大井総合支所駐車場防
犯灯取替修繕（33,000円）を行った。

34,688

継続

3 資産管理課 庁用車管理事務
庁用車の適切かつ効率的な運用及び環境に配慮した車両
の導入を計画的に行う。

【新規車両の導入】現状のリース満了に伴い、乗用車１台、トラック2台を導入した。
【急速充電器のシステム入れ替え】令和8年3月末で、3G回線が終了することから、4G回線へ
の切り替え工事を実施し、市民が継続して利用できる体制を整備した。
【庁用車売却】年式が古くなったトラック１台及び原動機付自転車１台を市内業者へ売却し、
管理する庁用車の台数を圧縮及び歳入の確保を図った。

59,728 継続

2 資産管理課 財産管理事務
公有財産（土地・建物）の有効活用を図れるよう、計画的な
維持管理、未利用地の売却等の財産運営を行う。

【上野台小学校及び上野台放課後児童クラブの国有地購入】国有地として借りていた土地の
購入を実施。鑑定評価等に基づき、入札の準備を図り、必要最小限の費用で国有地を購入
できた。
【包括管理業務委託】包括管理事業者による専門的な視点から保守点検や巡回点検、修繕
などを行い、安定的な施設管理を行った。一部の点検結果においては、中短期修繕計画を
作成し、修繕実施時期の検討を図り、3か年実施計画等との連携を図った。
【旧第二給食センターの解体】旧第二給食センターにおいては、老朽化が進んでいたことか
ら、建築課と協力を図りながら工事業者による解体作業を実施し、年度内の完了を迎えること
ができた。
【固定資産台帳の整理】固定資産台帳の公表に向け、改めて固定資産台帳の整理を図っ
た。

456,634

73,166 継続1 資産管理課
庁舎管理事務（本
庁）

庁舎利用者が安全で快適に利用でき、かつ、市行政の執
行を適切に行うための機能を維持し、また、環境に配慮し
た施設維持管理を行う。

【構内電話交換機の入れ替え】
平成26年に導入し、老朽化の進んでいた構内電話交換機（PBX）の入れ替え、更新及び通話
録音装置の新規設置を行った。（本庁舎・第二庁舎・第四庁舎・附属棟を対象）
【本庁舎優先駐車場の事業者選定】
本庁舎優先駐車場の事業者プロポーザルを実施し、新たな事業者を選定した。それに伴い、
新規事業者により、これまで利用してきた設備等のリニューアルを図り、カメラ式駐車場への
移行準備を図った。
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市有建築物の営繕業務について（件） 54 87

継続6 建築課 建築営繕事務
市有建築物利用者が安全安心で快適に施設を利用できる
環境整備を図るため、施設の新築や改修などの営繕工事
を行う。

市有建築物の新築工事や改修工事については、各法律及び条例に基づき設計及び工事監
理を行い、さらに安全安心で快適に利用できる施設を目指した施設整備に努めた。また、市
有建築物の木質化について検討し、市民にやすらぎとぬくもりのある健康的で快適な公共空
間を提供するとともに、循環型社会の構築や地球温暖化の防止に努めた。

48,367

2 / 2 


